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男性 女性 不明 合計
学部 1年生 48 103 18 169
大学院1年生 12 14 8 34
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図17質問15マスクを着用する時は(人数)
・かかった人が調理した・母親から胎内にいる子. インフルエンザウイル・ブタからウイルスが湧・手の接触により皮膚か
料理を食べて感染した-感染する
也
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(x)
59%
・常に世界中のどこかに
かかった人がいて
スは常に空気中に存在いて出て人に感染するら感染する
・・鳥一人に感染・豚一人に感染・豚肉や鶏肉は食べない
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図18質問16の各事項の正答率
本では,マスクの着用が推奨されている。 そこ
で,実際にどのような場合にマスクを付けて
いるのか,そして,正しく着用できているの
かについて,調査した(図17)人が密集して
いる状況では,着用すべきである事は,概ね理
解されているが,最も必要であると考えられ
るインフルエンザに罷った時の着用が非常に
少ない点は,今後の防止策の検討事項である
と思われる。
さらに,感染防止に繋がるインフ
ルエンザの認識についての調査では,インフ
ルエンザウイルスが常に空気中に存在してい
るという誤った認識を持っている学生が多か
った(図18)また,常に世界中のどこかにイン
フルエンザに罷っている人がいるという認識
も低かった。
これらのことから,感染防止対策
を行う上でも,インフルエンザについての正し
い認識が必要であると考えられる。
4.まとめ
アンケート調査の結果から,従来のインフル
エンザにかかった経験がある学生が多いにも
かかわらず,また新型インフルエンザの流行
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・くしゃみや咳と共に放
出されたウイルスで感染
している時期での調査にもかかわらず,イン
フルエンザについての知識は正確なものでは
なく,感染や予防についての知識も暖味な学
生が多いことがわかった。また,情報化時代に
育ってきた学生でありながら,社会の情勢に
目を向け,様々な情報を有効に利用していな
いことが伺える。
これらのことは,学生がインフルエンザな
どの学校伝染病に関する正しい知識の構築が
できるような取組みが,さらに今後必要にな
ってくることを示唆している。また、実際の教
育現場に率いても,新型インフルエンザウイ
ルスに関する正しい知識や感染・予防に対する
正確な知識'の伝達の必要性を強く感じる。
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